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活気溢れる生産性の高い会社創りを！

従業員エンゲージメント × ワークエンゲージメント

＆ カスタマーエンゲージメント
～企業の未来を拓くには、ワーク・従業員・カスタマー3つの領域のエンゲージメントが必要です。～
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０１

組織・人財を取り巻く課題とエンゲージメントの重要性
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組織に何が起
きているのか
知りたい

効果的な施策
を打ちたい

ダイバーシ
ティを推進し

たい

次世代人財の
育成をしたい

各組織の
心理的安全性
を高めたい

管理職の
マネジメント力
を高めたい

組織・人財を取り巻く課題
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退職者を
減らしたい

採用目標を
達成したい

エンゲージメ
ントを高めた

い



⚫ 50年後には生産年齢人口が今よりも約2千万人減少

⚫ 総人口自体は、令和52年に8,700万人になると推計されている
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労働力の減少と採用目標未達の傾向

2025年 2055年（30年後）

7,310万人 5,307万人

2,003万人

減少

⚫ 新卒採用の予定人数を確保できた企業は、全体の4割未満

⚫ 規模別にみると、大企業では57.4％、中小企業では37.0% の達成にとどまる

※（出典）「令和6年度就職・採用活動に関する調査結果」（文部科学省）より。
グラフは2024年度「全体」のデータを円グラフ化して作成。

39.5%採用予定数を

確保できなかった

60.5%

採用予定数を

確保した

全体の6割以上が

採用目標未達成

採用予定数を確保した・できなかった企業の割合生産年齢人口の推移

日本企業を取り巻く人財採用環境は厳しくなるばかりです。

※（出典）「令和7年版高齢社会白書」（内閣府）より。グラフは生産年齢人口のみ抜粋して作成。25年以降は推計値。
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採用・育成コストと人手不足倒産
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人手不足倒産の推移採用、育成にかかるコスト試算

⚫ 入社後３ヵ月で離職した場合のコスト損失は、１８７．５万円の試算

⚫ 離職後に新たな社員を採用するためのコストも発生

⚫ 人手不足による倒産が、過去最高となっている

離職や人手不足の影響は企業の存続を脅かしています。

出典：帝国データバンク／人手不足倒産の動向調査（2025年度上半期）出典：エン転職https://saiyo.employment.en-japan.com/blog/risyoku_cost
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若年者の転職志向の高まりとつながりの希薄化

※（出典）「令和5年若年者雇用実態調査の概況」（厚生労働省）より。
「性、年齢階級、転職しようと思う理由別若年正社員割合」から、「1つの会社で長く勤務する気はない」の総数をグラフ化。

⚫ 給与・待遇に限らず、勤務時間、休暇の条件、自分に合った仕事、良好な人間関係

など、「よりよい条件」を求めて転職する人が増加傾向

%

「よりよい条件」を求めて

転職する人が増えている

⚫ テレワークによる労働者調査では、気軽な相談・報告が難しく、コミュニケーション

が不足するデメリットや課題が挙げられている

※（出典）「＜参考資料＞テレワークを巡る現状について」（厚生労働省）
（第1回「これからのテレワークでの働き方に関する検討会」資料）より。

テレワークで感じたデメリット（労働者調査）「1つの会社に長く勤務する気はない」と答えた人の割合

6.6%

1.1%

8.8%

14.1%

15.7%

15.7%

16.8%

17.2%

18.3%

21.9%

30.0%

31.6%

34.2%

37.7%

38.4%

40.4%

42.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

自分で自分の時間を管理すること

仕事とプライベートの区別がつかないこと

運動不足になること

上司・部下・同僚とコミュニケーションがとりにくいこと

テレワーク／リモートワークでできる仕事には限界があること

職場の様子がわからないこと

社内の情報が確認しづらいこと

モニター画面を見る時間が長く、眼が疲れること

やる気スイッチがなかなか入らないこと

仕事以外のことが気になって、集中できないこと

セキュリティの確保が難しいこと

会議や打ち合わせがFace to Faceで実施できないので、物足りなく感じること

ついつい食べてしまうこと

ストレスの発散ができないこと

長時間労働になることが多いこと

その他（上記以外に課題がある）

特に課題や難しいことはない

「つながりの希薄化」

が起きている

エンゲージメント関連項目への不満が若年層の転職傾向を高めています。
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管理職に不足する能力と管理職になりたくない社員

管理職に不足する能力・資質

⚫ 管理職に不足する能力・資質は、部下への指導育成力、リーダーシップの順

⚫ 続いて、企画立案力、組織活性化を促す動機づけ力と続く

組織の要である”管理職の能力・資質“と”魅力向上“がますます重要と考えられます。

部下の指導育成力、リーダ

ーシップに課題を感じている

管理職になりたい社員比率推移

⚫ 現在の会社で管理職になりたい社員比率は17.2％にとどまる

⚫ 男女別で分けると、男性が20.4％、女性が12.3％に過ぎない

管理職になりたい社員

は17.2％にとどまる
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⚫ 取り組みへの主な目的は、「組織力の強化」と「エンゲージメント」

⚫ 「検討中」まで含めると、6割以上（赤枠内の合計）の企業が改革に前向き

人的資本経営取組みと依然として低いエンゲージメント

※（出典）「経済社会と働き方の変化等について」（厚生労働省）より。
※（元データの出所）：GALLUP ”State of the Global Workplace 2022”

※（出典）「ProFuture株式会社/HR総研」（https://www.hrpro.co.jp/research_detail.php?r_no=336）より。

⚫ 日本のエンゲージメントは、国際比較において、依然として5%と低い

企業規模別「人的資本経営」の取り組み状況

18 

7 

11 

18 

14 

18 

16 

12 

11 

24 

30 

27 

24 

37 

34 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1,001名以上

301～1,000名

300名以下

安定的に取り組みを継続中 取り組みを開始した段階
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（取り組み中） （準備・検討中）

エンゲージメントの国際比較

21%

33%

27%

24%

23%

21%

20%

17%
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15%

14%

5%
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世界

米国・カナダ

南アジア

東南アジア

ラテンアメリカ

サハラ以南のアフリカ

CIS

東アジア

オーストラリア・ニュージーランド

中東・北アフリカ

ヨーロッパ

日本

エンゲージメントの高い

社員は５％にとどまる

6割以上の企業が

人的資本経営に前向き

エンゲージメントの取組みは行われているものの課題は山積みといえそうです。
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エンゲージメント向上の取組みと社員定着率の関係
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エンゲージメント向上に

取り組んでいる

エンゲージメント向上に
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100％
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100%未満

50～
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20～50％未満

20％未満

社員定着率が8割以上の会社は、全体の60%

しかし、

エンゲージメント向上への

取り組み別にみると……

６６％

約2割も社員の定着率に差が出ています！

※（出典）いずれのグラフも「ProFuture株式会社/HR総研」（https://www.hrpro.co.jp/research_detail.php?r_no=374）

定着率アップに、エンゲージメント向上は欠かせないことが明らかです。

18%

（80%以上定着）

エンゲージメント向上取組み

企業の定着率は約2割高い

キャリア採用で入社した社員の定着率（直近3年間） エンゲージメント向上の取組み有無による

キャリア採用で入社した社員の定着率

４８％

社員定着率の向上に

各企業苦労している
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02 変化に強い組織への変革

01 優秀な人財の獲得・定着

⚫エンゲージメントの高い従業員は、会社に愛着

と誇りを持つようになります

⚫離職率が低下するだけでなく、自発的に企業の

魅力を発信する可能性もあります

⚫活発な組織は優秀な人財を惹きつけ、

採用競争力を高めます

エンゲージメント向上がもたらす効果

03 生産性・業績の向上

⚫エンゲージメントが高い組織では、従業員が

企業のビジョンや目標に共感しています

⚫モチベーションが高いため、新技術の導入や

市場の変化に適応しようとします

⚫困難な状況下でも協力し、俊敏性と回復力の

高い「レジリエントな組織」が実現します

⚫エンゲージメントの高い従業員は、自分の仕事

に当事者意識を持ちます

⚫単に与えられた業務をこなすだけでなく、自ら

課題を発見し、解決策を提案します

⚫業務効率・品質が高まり、ひいては顧客満足度

上昇や売上拡大に直結します

従業員が仕事に愛着や誇りを抱き、

離職率の低減をもたらす

ぶれないビジョン・目的意識を持ち、

時代・環境の変化を前向きにとらえる

従業員みずから課題を発見、考察し、

情熱をもって解決へと邁進する

Copyright © JTB Communication Design, Inc. All rights reserved. 11



高めたい２つのエンゲージメント

働きがい・働きやすさ心理的安全性 活力・熱意・没頭 モチベーション

従業員エンゲージメント
組織への貢献意欲

ワークエンゲージメント
仕事へのポジティブな感情

イキイキ・ワクワク
人財

エンゲージメント

高

モチベーション

高

低

低

与えられた
業務だけや

る

文句ばかり
言う

まったりし
ている

「この仕事は面白い！」「もっと良いものを作りたい！」「この会社のために頑張りたい！」「この会社の一員であることが誇り！」

密接な
関係

０２変化に強い組織への変革０１ 優秀な人財の獲得・定着 ０３ 生産性・業績の向上

従業員エンゲージメント高、ワークエンゲージメント低（会社は好きだが、仕事にやりがいを感じない）  → モチベーションが上がらず、生産性が低い可能性がある。
ワークエンゲージメント高、従業員エンゲージメント低（仕事は好きだが、会社に不満がある） → 離職に繋がりやすい。

組織
開発

人財
開発

Copyright © JTB Communication Design, Inc. All rights reserved. 12



従業員・ワークエンゲージメント向上に必要な６つの視点

従
業
員
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

1. 経営ビジョン・
ミッションの浸透と
共感

１）ビジョン・ミッションの自分事化推進 会社の方向性、存在価値（経営の意思）を明確にし、従業員が「自分ごと」として捉えられるよう繰り返し伝える。

２）リーダーの情熱と率先行動 経営層や管理職がビジョン・ミッションを率先して体現するとともに、達成への情熱を示す。

３）従業員個々の会社貢献の実感 各従業員の業務が会社のビジョン達成にどのように関わり、貢献しているのかを具体的に示し、各人の業務が持つ意
味や価値を理解・実感する機会を増やす。

２．コミュニケーショ
ンの活性化と心理
的安全性

１）定期的な1on1ミーティング 上司と部下が定期的に対話する場を設け、業務の進捗だけでなく、キャリアの悩みや個人的な課題についても相談で
きる関係性を築く（気心、親近感）。

２）オープンなコミュニケーション文化 役職や部署に関わらず、自由に意見を言い合える雰囲気を作る。意見箱なども用意する。

３）心理的安全性の確保 失敗を責めず、学びと捉える文化を醸成。ハラスメント撲滅と相談窓口の周知により、安心して働ける環境を整備する。

４）チームワークの促進 部署内や部署間の連携を強化するプロジェクトやイベントを企画し、一体感を醸成する。

３. ワークライフバ
ランスと多様性の
尊重

１）柔軟な働き方の推進 リモートワーク、フレックスタイム、時短勤務など、柔軟な働き方を積極的に導入・利用奨励をする。

２）有給休暇の取得奨励 従業員が心身ともにリフレッシュできるよう、有給休暇の取得しやすい雰囲気を作る。

３）多様性の受容とインクルージョン 性別、年齢、国籍、障がいの有無などに関わらず、多様な人材が能力を最大限に発揮できる環境を整備する。従業員の
多様性の理解促進とともに、無意識の偏見（アンコンシャスバイアス）に対する正しい意識付けも行う。

ワ
ー
ク
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

４. 公正な評価・報
酬と成長機会の提
供

１）公平・適正な評価とフィードバック 目標設定、評価基準、フィードバックのプロセスを明確にし、従業員が納得感を持って評価を受けられるようにする。成
果だけでなく、プロセスや行動も適切に評価する。

２）キャリア開発支援（成長実感） キャリアパスの提示、研修プログラムの充実、資格取得支援など、従業員自身が成長を実感できる機会を提供する。新
しい挑戦を奨励し、失敗を恐れずに学べる文化を醸成する。

３）適切な報酬とインセンティブ（達成感）
※他の項目の不満が募ると捌け口になる

貢献度や市場価値に見合った報酬体系を整備し、従業員のモチベーションを維持・向上する。金銭的報酬だけでなく、
表彰制度や公での感謝の言葉など非金銭的報酬も活用する（賞賛する。讃える）。

5. 権限委譲と自律
性の尊重

１）裁量権の付与 従業員に適切な権限を委譲し、自律的に業務を進める機会を提供する。

２）マイクロマネジメントの排除 細かすぎる指示や過度な干渉を避け、従業員自身の判断による業務遂行を尊重する。

調
査

6. サーベイの活用
と改善サイクル

１）定期的な現状把握 サーベイを定期的に実施し、従業員のエンゲージメントレベルや課題を定量的に把握する。

２）結果のフィードバックと改善活動 サーベイ結果を従業員にフィードバックし、その結果に基づいて具体的な改善策を立案・実行する。その効果を再度
サーベイで測定するPDCAサイクルを回す。

Copyright © JTB Communication Design, Inc. All rights reserved. 13



０２

JCDの組織開発・人財開発プログラム/ツール
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エンゲージメント向上を実現するには

各階層別に、６つの視点で“マインド醸成～知識向上～実践スキル習得”を行います。

1. 経営ビジョン・ミッショ
ンの浸透と共感

・組織のビジョン・ミッションの共有
・リーダーシップによる体現
・個人の貢献実感の醸成

２．コミュニケーションの
活性化と心理的安全性

・定期的な1on1ミーティング
・オープンなコミュニケーション文化

・心理的安全性の確保
・チームワークの促進

３. ワークライフバラン
スと多様性の尊重

・柔軟な働き方の推進
・有給休暇の取得奨励

・多様性の受容とインクルージョン

5. 権限委譲と
自律性の尊重

・裁量権の付与
・マイクロマネジメントの排除

４. 公正な評価・報酬と
成長機会の提供

・公平・適切な評価とフィードバック
・キャリア開発支援（成長実感）

・適切な報酬とインセンティブ（達成感）

6. サーベイの活用と改善サイクル
・定期的な現状把握

・結果のフィードバックと改善活動

Copyright © JTB Communication Design, Inc. All rights reserved. 15



習慣化に重要な“非日常体験×日常実践”の繰り返し
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エンゲージメント向上に不可欠なのは、各部署での“行動の習慣化・身体化”です。

See
調査

Think
分析

Plan
計画

Do
実行

See 効果検証 変化/改善の把握

行動の習慣化

日常実践

心に訴求する感動体験・実感価値組織
開発

人財
開発

非日常体験
（研修・ワークショップ、イベント）

記憶の刷り込み

メソッドに基づく実践スキルの体得

繰り返しに

よる定着
・身体化



エンゲージメントを高めるJCDの組織開発・人財開発プログラム/ツール

４. 公正な評価・報酬と成
長機会の提供

1. 経営ビジョン・ミッショ
ンの浸透と共感

２. コミュニケーションの
活性化と心理的安全性

３. ワークライフバランス
と多様性の尊重

５. 権限委譲と自律性の
尊重

６. サーベイの活用と
改善サイクル

ビジョン浸透ワークショップ

インセンティブ（表彰）イベント
組織活性化プログラム

・未来づくりワークショップ
・組織変革リーダー養成プログラム
・チームビルディングプログラム

組織・人財開発プロセス支援サーベイ 「WILL CANVAS」

サーベイフィードバックプログラム
・経営報告会

・管理職向け活用プログラムビジョン浸透ツール制作

組織
開発

周年記念活用プログラム
・プレワークショップ

・モチベーションイベント
・アフターワークショップ

・アンバサダー活動プログラム

JCDの組織開発プログラム

心に訴求する実感価値・感動体験

階層別 モチベーション研修

考課者・評価者研修

１on１MTGスキル研修

コミュニケーションスキル研修

ハラスメント/コンプライアンス研修

印象管理士®×ホスピタリティ研修

DEIB/アンコンシャスバイアス研修

越境学習「仕事旅行」

女性活躍推進プログラム各種

キャリアリフレーミング研修

階層別 ホスピタリティ研修

人財
開発

JCDの人財開発プログラム

メソッドに基づく実践スキルの体得

次世代リーダー育成プログラム

従業員エンゲージメント ワークエンゲージメント2つのエンゲージメントを高める

入社式・従業員イベント

やる気/モチベーション分析システム 「MSQ」、新入社員診断カルテ

新人～中堅層・管理職（候補者）層・経営層に向けた様々なプログラムをご用意しています。

Copyright © JTB Communication Design, Inc. All rights reserved. 17



JCDの組織開発・人財開発プログラム/ツール
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理念・ビジョン浸透/制度改革 風土改革/一体感

人財開発/研修

社員意識調査

サーベイフィードバック

組織開発

労働環境整備

※業務提携会社のご提供するプログラムも含まれます。

理念ビジョン浸透ワークショップ

インセンティブ（表彰）イベント

組織活性化プログラム

・未来づくりワークショップ
・組織変革リーダー養成プログラム
・チームビルディングプログラム

サーベイフィードバックプログラム

・経営報告会
・管理職向け活用プログラム
・組織別フィードバックファシリテーション
・深堀インタビュー調査

ビジョン浸透ツール制作

周年記念活用プログラム

・プレワークショップ
・モチベーションイベント
・アフターワークショップ
・アンバサダー活動プログラム

入社式・従業員イベント組織・人財開発プロセス支援サーベイ
「WILL CANVAS」

やる気/モチベーション分析システム
「MSQ」

「新入社員診断カルテ」

ブランドアンバサダー活動支援 社内制度改定（策定）サポート

エンゲージメント向上計画策定
コンサルティング

階層別 モチベーション研修

考課者・評価者研修

１on１MTGスキル研修

コミュニケーションスキル研修

ハラスメント/コンプライアンス研修

印象管理士®×ホスピタリティ研修

DEIB/アンコンシャスバイアス研修

ゆるスポ×コミュニケーション研修

女性活躍推進プログラム各種

キャリアリフレーミング研修

階層別 ホスピタリティ研修

次世代リーダー育成プログラム

制作物・ツール

・社内報/カルチャーデック/クレドカード
・オリジナルグッズ
・ビジョンムービー/グラフィック
・オフィスアート
・VISIONSONG （ビジョンソング/社歌）

・ギネス世界記録®挑戦

社内活動プロモーション（サイト・動画）

福利厚生サービス

食事補助サービス

スティーブン・R・コヴィー
7つの習慣®Outdoor

デールカーネギー流
ダイバーシティプログラム

モチベーション/ホスピタリティ/Iコミュニケーションメソッド活用

入社式・従業員イベント



WILL CANVAS
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組織・人財開発のプロセスを支援する

サーベイ機能とアクションレコメンド機能を有した

“HRTechサーベイ” です。

WILL CANVASとは

こんな課題を抱えた組織にオススメです

⚫ 自社の課題にあった調査をしたい

⚫ 働きがい・エンゲージメントを高めるとともに業績を向上させたい

⚫ 組織の理念・ビジョン・価値観を浸透させたい

⚫ 管理職の対話力を強化したい

⚫ 組織のコミュニケーションを活性化したい

⚫ DEIB、サステナビリティを推進したい

組織診断のフレームワーク

６つの特長

業種業界・規模を問わない採用実績 194社 約46万人

• A社（家具メーカー） 約2,000名
• B社（電気機器メーカー） 約4,500名
• C社（自動車メーカー） 約8,000名
• D社（インフラ系企業） 約10,000名    
• E社（陸運業系企業） 約15,000名
• F社（輸送系企業） 約2,000名 ・・・ 他多数

組織診断サーベイとモチベーション診断サーベイを組み合わせることにより、組織・個人

両面から、課題を可視化することができます。

サーベイの最大の課題は調査後の施策実施。約700種類の施策により、調査結
果に基づく施策のレコメンド、進捗管理できる機能があります。また、コンサル
タントが、レポート作成・報告など様々なサポートする体制をご用意しています。

導入実績

１

２

４

組織・個人両方を測るサーベイ

設問自由設計（カスタマイズ）機能

組織・個人2つのスコア（指標）

様々なプリセットサーベイ

アクションレコメンド機能＋コンサルタントサポート

３

５

組織を、ビジョン、風土、労働環境、各種制度、

人材活用の５つの構成要素に分け、従業員

の理解・体現度や組織の取組みへの評価などを

測り、改善項目をあぶり出します。

１

ビジョン

２

風土

５

人材活用

4
各種制度

３

労働環境

エンゲージメントサーベイ

“貢献”・“成長”・“やりがい”・“永続”の４つの“意欲”で算出する従業員エンゲージメント・

スコアと従業員エンゲージメントに影響のある4つのレイヤーに対する理解・共感・評価の

状態を把握し、その相関により、注力すべきポイントを明確化にします。

企業・組織にはそれぞれの理念があり、社会的価値/貢献のあり方、組織・従業員のあり
たい姿は、各社各様です。設問のカスタマイズ設計ができる機能が充実しています。

６

組織の状態を「eNPS℠」、従業員個人の状態を「モチベーションの高さ」で把握できます。

お客様のご要望を反映し、組織深堀診断、期待満足ギャップ、サステナビリティレベル、DEIB
浸透など、様々なテーマにより設問設計したプリセットサーベイをご用意しています。

社員意識調査



組織・個人両方を測るサーベイ

組織分析サーベイと個人モチベーションサーベイを組み合わせたサーベイです。

１
ビジョン

２
風土

５
人材活用

4
各種制度

３
労働環境

パフォーマンス（仕事の成果・業績）

モチベーション

モチベータ（要因）

適職

自己表現

環境適応

業務遂行

職務管理

期待・評価

人間関係

プライベート

環境整備

昇進昇級

報酬

組織分析サーベイ
組織を、ビジョン、風土、労働環境、各種制度、

人材活用の５つの構成要素に分け、従業員

の理解・体現度や組織の取組みへの評価などを

測り、改善項目をあぶり出します。

モチベーションサーベイ
従業員のモチベーションの高さと、モチベー

ション維持に関わる要因（モチベータ）を

明らかにし、社員のモチベーション維持向上

へのアクションを検討することができます。

相関を分析

Copyright © JTB Communication Design, Inc. All rights reserved. 20



「やる気」分析システムＭＳＱ
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分析ポイント MSQクエスチョンシート

1996年に日本で初めて開発された、やる気

を数値化するアンケート式の調査・分析シス

テムです。これまでに約1,000の組織でご採

用頂き、およそ10万名様の「やる気」を調査・

分析しています。モチベーションの状態を可

視化し課題を特定することで、効果的な対策

を考えることが可能になります。

（Motivation of Status Quo）1.13

調査の効果

⚫ やる気が低い年代、部署、役職はどこか。課題を抱える社員層が把握できる。

⚫ 自身の（社員の）やる気が上がらない原因が分かる。

⚫ 人事制度の変更や各種社内施策の効果測定として用いることができる。

• 146問（属性設問を含む）のアンケートにwebあるいは専門用紙から回答
• 10～15分で回答可能

⚫ 個人・組織のモチベーション・チャージ＝「やる気」指数を100点満点で析出します。

⚫ 組織分析の場合、組織全体での指数はもちろん、性別、年齢別、部署別等、様々な切り口で「やる気」指
数をグラフ表示します。どのようなグループに課題があるのかが、明確になります。

⚫ 個人・組織のモチベーションを促進する要因、阻害する要因を明らかにします。

⚫ 関心度・満足度という2方向の軸を設定し、モチベーションの要因（モチベータ）の位置関係を分析す
ることで、個人・組織全体・部署別など様々な切り口で、モチベーション・スタイルを見ることができ
ます。なぜ「やる気」があるのか/ないのかが明らかになります。

⚫ 「業績に対する自己評価」「業績を上げる潜在性」を明らかにします。

調査と活用の３ステップ

１ ２ ３
対象者にWebテストに回答
頂きます。 （紙の専用回答
用紙に記入頂く形式での回
答も可能）

回答を元にやる気についての
レポートを作成します。作成期
間は受検人数や組織分析の有
無によって異なります。

担当者様（受検者様）にレポー
トをお返しし、ご覧頂きます。ご
自身/自組織のやる気について
知ることができます。

【MSQ個人別レポート】

個人毎のモチベーショ
ンの高さ、促進/阻害
要因、パフォーマンス
特性を分析

個人の自己理解とモ
チベーションアップの
指針として活用

【MSQ組織分析レポート】

部署別・年代別等の
様々な切り口から、モ
チベーションの高さ、促
進/阻害要因を分析

現状把握として、戦
略策定・施策立案等
のインプットとして活
用

今回、全社員が自分のレポートを手にし、部門長は会議で討議しながら診断結果を共有したため、モチベーションの

現状を実感を持って把握できたと思います。やる気分析システム「MSQ」は、目に見えないモチベーションが可視化

され、今後打つべき施策を考えやすいですね。今後も継続して実施していきたいと思います。40代／総務部 課長

お客様の声

１

２

３

モチベーション・チャージ ～モチベーションの高さ

モチベーション・スタイル ～モチベーションの中身＝促進/阻害要因

パフォーマンス特性 ～業績毎のモチベーション特性

社員意識調査



新入社員診断カルテ ※内定者、新入社員にお勧め
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活用例

⚫ 入社前（直後）と配属後で測定し比較することで、モチベーションの変化や問題点が明確になり
ます。

新入社員・内定者のフォローアップ ツール

１ 内定者が不安に感じていることやイメージできていないことが分かり、的確に内定者をフォローすること
ができます。

採用担当者 が内定者をフォローアップするために！

２ 新入社員が期待していることや不安に感じていることが分かり、フォローすべきところは何かを把握する
ことができます。

指導役 が新入社員をフォローアップするために！

３ 自分の指向性や課題、自分が成長したことが分かり、今後何に取り組んでいくか目標を設定する材料と
することができます。

新入社員や内定者 が自身の現状を確認するために！

「関心・想定」分析版（Before版）では、

入社時（内定時）の新入社員（内定者）のモチベーションの

状態を可視化し、内定～配属直後の期待や不安を明らか

にします。

「関心事の変化・想定とのギャップ」分析版（After版）では、

配属から一定期間経過後のモチベーション状態を測定し、

入社前後の変化やギャップを明らかにすることで離職防

止につなげます。

内定～配属直後の漠然と
した期待や不安を整理！

配属後に変化していく関
心のありかと思い描いて

いた状態とのギャップを把
握！

Before After

おすすめの診断時期： 内定～配属直後 おすすめの診断時期： 配属後

「関心・想定」分析版
「関心事の変化・想定との

ギャップ」分析版

診断カルテでわかること

「関心・想定」分析版（Before版） 時期 内定時や入社時

1. 仕事に対するモチベーションの高さ

2. 仕事への期待と不安の要因

3. どのような仕事に関心がある（ない）か

4. 実現できる（できない）と想定していること

5. 仕事のイメージができているか

新入社員診断カルテを使用することで仕事をしている状態を具体
的にイメージすることができ、配属後の対応力を高めます。

診断カルテでわかること

「関心事の変化・想定とのギャップ」分析版（After版） 時期 配属後

1. 仕事に対するモチベーションの高さ

2. 仕事に対する満足と不満の要因

3. 現在どのような仕事に関心がある（ない）か

4. 関心の変化

5. 現在実現できていること（できていないこと）

6. 思い描いていた状態とのギャップ
※「関心・想定」分析版を受診された方が対象です。

診断カルテでわかること

新入社員診断カルテを使用し、過去と比較し現状を把握することで、
取り組むべき課題と解決策を的確に設定することができます。

新入社員のモチベーションが可視化されるので、指導の際に参考になった。

30代／営業推進部 課長

お客様の声

入社前後のモチベーションの変化を確認でき、フォロー対象者が明確になった。

30代／人事部 担当者

社員意識調査



理念・ビジョン浸透

サーベイフィードバックプログラム

●準備 －設問設計
－データ準備

●実査 －運用サポート
●集計 －分析

－報告書作成

経営層へのフィードバック

●経営報告 －報告会実施
－課題検討会

●課題解決の設定・施策提案（全体設計）

深堀インタビュー

●準備 －インタビュー設計
－スケジュール調整

●実施 －社員インタビュー
●報告 －分析

－報告書作成

全社へのサーベイフィードバック
●設計 －全体設計

－スケジュール調整

社員意識調査

マネジメント層への
報告会・活用ワークショップ

全社員向け
フィードバックミーティング

具体的活動

サーベイフィードバックプログラム
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★トップからのメッセージ発信 組織開発

人財開発・研修

風土改革

労働環境整備

各種制度改定

サーベイフィードバック

サーベイによる課題の可視化は不可欠ですが、“やりっぱなし”は社員の不信感につながります。



理念ビジョン浸透ワークショップ ※部署別/階層・年代別などの実施と複数回開催がお勧めです。

理念ビジョン浸透

現状把握＆視点の転換
Symptom

ビジョンを描く
Vision

理念・行動指針の具現化
Value

戦略＆行動
Strategy＆Action

自分たちがどうありたいか、
大切にしたい価値観を共有、具現化。
それに基づきどのような行動が必要
かを言語化。

全般管理（インフラストラクチャ）

人的資源管理

技術開発

調達活動

購買物流 製造
オペレーション

出荷物流 マーケティング
／販売

サービス

マ
ー
ジ
ン

マ
ー
ジ
ン

全般管理（インフラストラクチャ）

人的資源管理

技術開発

調達活動

購買物流 製造
オペレーション

出荷物流 マーケティング
／販売

サービス

マ
ー
ジ
ン

マ
ー
ジ
ン

自己認識

信念・価値観

能力

行動

環境

Identity

Values/Beliefs

Capabilities/Resource

Behavior

Environment

自己認識

信念・価値観

能力

行動

環境

Identity

Values/Beliefs

Capabilities/Resource

Behavior

Environment

自社の目指す5年後の姿。
コラージュ作成および言語化。
全社視点でのイメージを膨らませる。

現状について言語化する。
自社戦略の正しい理解。
自社のバリューチェーンを考える。
個人からチームへ視点を切り替える。

理想を実現するにあたっての課題、
ビジョン実現のためのアクションの
洗い出し。
理想の実現に向けて、
各自が日々の業務で何を心がけるか、
どのような取組みをしたら良いか
を具体化。

SERVICE
[サービス]

•Functional Benefit
•Extension

NEEDS
[ニーズ]

•Emotional Benefit
•Base of Authority

TARGET
[ターゲット]

•Brand Personality
•Ideal Customer

コアメッセージ

・アンバサダー向けワークショップ ・アンバサダー活動ハンドブック
・アンバサダー紹介ムービー ・アンバサダー認定式
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理念・ビジョン浸透/制度改革

経営の理念・ビジョン・ミッションの自分事化は、エンゲージメント向上の絶対条件です。

ビジョンアンバサダーによる浸透活動サポート



組織開発プログラム

従業員参加型 未来づくりワークショップ

経営層と従業員、他部門の従業員同士など縦横の斜めの対話か

ら、「問題解決志向」ではなく「未来志向」のアプローチで、理想の

実現に向けた取組のアイデアを創出します。

理想の実現に向けた取組のアイデアを創出

チームビルディングプログラム

組織開発の重要なプロセスとなる従業員同士の深い対話を促すに

は、参加メンバー同士の心理的安全性の担保が求められます。多様

なメンバーがそれぞれの価値観を認めて良好な関係を築くプロセス

が、その後の成果の質を向上するために不可欠です。

多様なメンバーの良好な関係を築く

「未来志向」のアプローチのメリット

1. 長期的なビジョンや理想の姿から、飛躍的なアイデアやこれまでに

ない新しい発想が生まれやすく、選択肢に制限がなくなる

2. 目先の利害関係を超えたパートナーシップを築きやすい

成功の循環モデル

プログラムの流れ（参考）

組織の強みの発見

• 組織の顕在的、潜在的な強みを語り合う

理想の姿（ビジョン）の共有

• 組織のありたい姿について、お互いのビジョンを語り合う

アクションアイデアの創出

• ビジョンの実現に向けたアクションアイデアを出し合う

行動計画づくり

• 優先順位付けをして実行計画に落とし込む

出所：Daniel Kimu の成功の循環モデル

プログラム例

⚫ レジャーランド探索ゲーム

⚫ 価値観カードワーク

⚫ SDGsカードゲーム など

組織開発リーダー養成プログラム

組織開発を推進するにあたり、変革のリーダーが必要になります。

変革リーダーは、組織開発に取り組む職場や組織のリーダーで

あり、組織開発の実施を決定し、変革を推進していく人物です。

変革リーダーの役割

1. 望ましい状態に向けて、組織開発の取組みを推進する

2.取組みや話し合いの際、メンバーに呼びかけ、目的や意味を伝

える（指示命令や予定調和をさける）

3.メンバーととみもに現状について探求し、気づきを得ていく

4.未来づくりの取組みが実現されるよう働きかける

変革を推進していく人物の養成

リーダー
シップ

コンセプ
チュアル
スキル

コミュニ
ケーショ
ン力
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組織開発

組織のチームワークを育む様々な“組織開発プログラム”をご要望に沿ってアレンジさせていただきます。



チームビルディングプログラム
室内でも、ちょっとした時間でも！ 気軽に楽しみながらコミュニケーション

チームビルディング

ビジネスの基本に通じる、カーリングの特性に着目した研修プログラム

カーリング

「レゴ®ブロック」で想いをカタチにする

LEGO SERIOUS PLAY®チームビルディングプログラム

SDGsとは何か・なぜ必要かを理解し、具体的なアクションにつなげよう

SDGsワークショップ

「カーリング」はチームで目的やテーマを瞬時に共

有、ゴールをイメージした行動をとる、という動

作が反復的に織り込まれたスポーツです。これは

ビジネスの基本に通じる要素であるため、この点

に注目して研修プログラムを構築しました。

PDCAサイクルに沿って、「計画」「行動」に主眼を

置きながら反復的に効果を測定。施設内の会議

室で、講義や振り返りを混ぜた「検証」も行うなど、

楽しみながらPDCAを体得できます。

LEGO® SERIOUS PLAY®は、「手と脳は連携を取

り、相互に信号のやり取りをしながら、新しい知

識を構築していく」という「コンストラクショニズ

ム」をベースに、LEGO社とMIT（マサチューセッツ

工科大学）によって共同開発されました。LEGO®

ブロックを道具に使うユニークなアプローチで、

「組織のビジョンづくり」「個人のキャリア開発」な

どに効果があり、NASAや日本の大手企業の研修

にも導入されています。

ゲームを通してSDGSの世界を体感しながら学べ

ます。興味関心の喚起はもちろん、気づきを日々

の業務につなげられる工夫が施されています。

01 SDGS：世界、経済、地域などの時流を説明

02 カードゲーム体験：説明、実施、振り返り

03 SDGsの本質の理解：「自分ごと」につなげる

プログラム例

頭と体をフル稼働！ チームビルディングの新定番

チャンバラ合戦-戦IKUSA-
1

どこでも手軽にチームビルディング

謎解きトレジャーコレクション
2

スポンジ製の当たっても痛くない刀を使った多人数

参加型のチームビルディング。

難易度の異なる50もの問題解読に挑戦するチーム

対抗のチームビルディング。英語翻訳対応も可能。

チームビルディングの定番

リアル宝探し
3

観光しながら競い合うチームビルディング

フォトロゲイニング
4

宝の地図に描かれた謎を解読し、捜索範囲に隠され

た宝箱を見つけ出すチームビルディング。

チームごとに作戦を立て、地図を頼りに時間内で

フォトスポットをまわり得点を集めるスポーツ。

組織開発



スティーブン・R・コヴィー ７つの習慣®Outdoor
自然から学ぶ原則で、「自立」と「チームワーク」の本質に気づく

7つの習慣®Outdoor

世界44カ国にて翻訳、全世界3,000万部を売り上げた世界的ベストセラー「7つの習慣®」のエッセンス

を体験・学習するプログラムです。自然環境の中でさまざまなチームアクティビティやアウトドア体験を

実施。「自立」と「チームワーク」の大切さを、「7つの習慣」の内容と紐づけて体感することで、汎用性の

ある学びへと昇華させます。

10:30 講義 「7つの習慣」 とは

11:00 アイスブレイク

12:00 昼食

13:00 チームアクティビティ （体験から学ぶ）

15:30 ふりかえり （7つの習慣の原則と結ぶ）

18:00 夕食

19:30 焚火 （本音の評価）

1日目

プ
ロ
グ
ラ
ム
例

2日目

07:00  朝食

09:00  チームアクティビティ （体験から学ぶ）

12:00  昼食

13:00  ふりかえり 

（7つの習慣の原則と結ぶ）

15:00  まとめ （明日からの行動目標）

17:00  終了

ブラインドテント

私たちはえてして、強いか弱いか、厳

しいか甘いか、勝つか負けるか物事を

「二者択一」で考えがちです。長期的な

人間関係を考えれば「両方が勝たなけ

れば、両方の負けになる」Win-Winを

ブラインドテントから学びます。

焚火

暗く静かな環境で、日中体験にて体で

ふれあい、心の壁を無くしたもの同士

が、同じ目線で揺らめく炎を見ていれ

ば、自己開示が進み、他者からの指摘

も受け入れやすくなります。信頼でき

る仲間ができ、成功体験の場となる涙

と感動のプログラムです。

クモの巣

「目的意識」「役割分担」「Win-Win」「傾

聴」「相手を受け入れる」——初日に学

んだものすべてを活かして達成するプ

ログラムです。ミッション後は味わった

ことのない達成感から「同期の絆」「団

結」「一枚岩」「家族のような関係」など

の成果が待っています！

 ベストセラー「7つの習慣®」のエッセンスを五感で学ぶ2日間

 アウトドア体験×座学で自立とチームワークの本質を会得

 研修後の学習効果の定着率にも高い評価

組織開発

人財開発/研修



ダイバーシティ経営の起点

デール・カーネギー流 ダイバーシティプログラム
企業の成長につながる多様性の本質を学ぶ

デール・カーネギー流ダイバーシティプログラム

ダイバーシティ経営の起点となる「他者の尊重」。本プログラムでは、デール・カーネギーの教え（他者へ

の真摯な関心、傾聴、相手の立場に立つことなど）を座学で習得し、アクティビティを通じた実践により

その学びを定着させます。大自然リゾートという非日常空間で体験する「思わず心が動いた瞬間」は、

参加者にとって忘れがたい記憶となり、多様性を革新の源泉たりうる「集合知」に変えていく土壌が効

果的に育まれます。

 250時間以上のトレーニングを積んだ、認定トレーナーによる研修

 満足度平均93%以上を誇る企業と考案した野外アクティビティ

 非日常で記憶の定着。研修会場は大自然のリゾート

多様性の本質「他者の尊重」が育む真のリーダーシップ

10:00 イントロダクション

10:15 成功の基礎を築く

10:45 名前を覚えて使う

12:30 昼食休憩

13:30 記憶力を高めて、人間関係を強める

15:00 人間関係を改善する原則の体験

17:00 夕食

18:30 焚火を囲みながらの自己開示

1日目

プ
ロ
グ
ラ
ム
例

2日目

8:30 イントロダクション

9:00 他者を助け、助けを求める体験

10:00 他者との関係を強めてやる気を与える

11:30 昼食休憩

12:30 本気でチャレンジする重要性

14:00 認める事で他者を育てる

14:45 まとめ

※最大20名様まで対応

デール・カーネギーの教えから

「他者の尊重」を学ぶ

野外アクティビティにより

学習内容を体験し定着化する

多様性を「集合知」に変える

組織を生み出す

このプログラムは、一般的なダイバーシティ研修とは異なり、

多様性の本質である「他者の尊重」を学び、イノベーションへとつなげる画期的なプログラムです！

他者の尊重
受容・共感

心理的安全性

集合知・
多様な意見

競争優位性
イノベーション創出

本研修で学ぶ領域

⚫ 批判を恐れる必要がないため、さまざまなアイデアが出る

⚫ 活発な意見交換が、発想を洗練させる

組織開発

人財開発/研修



人財開発各種研修/ワークショッププログラム
モチベーション・ホスピタリティ・インナーコミュニケーション”３つのメソッド”を活かしたプログラムを展開しています。

OJTトレーナー研修 評価者/考課者研修

次期経営者養成研修 講師力養成研修

営業力向上研修

モチベーション（やる気の管理力）

マネジメント・リーダーシップ

企業理念・ビジョン

DEIB（ダイバーシティ）

グローバル

ホスピタリティ（顧客への対応力）

企業理念浸透ワークショップ

組織ビジョンワークショップ

アンコンシャス・バイアス研修

コンプライアンス研修

女性向けキャリア研修

女性向けプレマネジメント研修 ～管理職になる意義を考える～

女性部下をもつ管理職研修

英語学習動機づけ

異文化チャレンジ （国内でできる体験型異文化研修）

グローバル・リサーチ（海外研修）

海外インターンシップ （海外就労体験）

※時間・内容とも、ご要望によりアレンジさせていただきます。

モチベーションメソッド

ホスピタリティメソッド
インナーコミュニケーション

メソッド

顧客への対応力 仲間との対話力

やる気の管理力

JTBオリジナル

人財・組織を育てる“3つのメソッド”

河出書房新社
東洋経済

ダイヤモンド社

インナーコミュニケーション（仲間との対話力）

※新入/若手社員～管理職～エグゼクティブ層まで各階層に対応いたします。

モチベーション研修（階層別）

リフレーミング研修

ワークバリュー研修

キャリアデザイン研修～Departure～

30代向けキャリアデザイン研修～Compass～

ホスピタリティスキル研修（レベル別）

ホスピタリティスキルエグゼクティブ研修

ホスピタリティマインド＆メソッド研修（階層別）

クレーム対応基礎スキル研修

クレーム対応スキルアップ研修

インナーコミュニケーションスキル研修（階層別）

コミュニケーション力向上研修

～3メソッドを活用した応用研修～～3メソッドを身に着ける研修～

人財開発/研修
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モチベーションメソッド
モチベーションを可視化し、組織開発を加速

立教大学松井名誉教授をはじめとする研究開発チームを編成し、

既存の研究とさまざまな業種・職種のモチベーションデータをも

とに、約2年かけて開発しました。

◼専門家の意見を取り入れ、約2年かけて研究開発

1996年に日本初のモチベーションを数値化する分析パッケージを

リリース。以来数多くの実績を積み重ねながら、現在1,000を超え

る組織、10万名以上の受験データを保有しています。

◼ 1,000以上の組織、10万名以上の受験データ

どのモチベータがモチベーションを支え（促進要因）、阻害してい

るか（阻害要因）は組織によって異なるため、それぞれの状態・課

題を踏まえた施策を講じる必要があります。

◼組織により異なる、モチベーションの状態

MSQ（「やる気（モチベーション）」分析システム）のご紹介

MSQ（Motivation of Status Quo）は、やる気

を数値化するアンケート式の調査・分析システ

ムです。①モチベーションの高さ、②モチベー

ションの中身、③業績毎のモチベーション特性

の3つのポイントについて分析できます。

モチベーションメソッド

モ
チ
ベ
ー
タ

パフォーマンスモチベーション

仕事の成果・業績

30年以上

コンサルティング実績

FEATURE 1

1,000以上

組織へのコンサルティング

FEATURE 2

10万名以上

受験データ

FEATURE 3

モチベーションの促進要因・阻害要因をつまびらかにし、パフォーマンス（業績）向上へ

モチベーションは「一組の力」で、11のモチベータ（要因）に左右されます

影響

職務管理

環境適応

業務遂行

自己表現

適職

環境整備

人間関係

プライベート

期待・評価

報酬

昇進昇級

メソッド

人財開発/研修



ホスピタリティメソッド
好感・感動の「顧客対応力」を会得するために必要な、「お客様が感じるサービス価値」を体系化

32の業態・業種におけるサービス特性を調査・分析したマーケティ

ングノウハウにもとづき、お客様が感じるサービス価値を6つのレ

ベル別に抽出、体系化。

◼お客様が感じるサービス価値を体系化

お客様が「当然期待している基本価値」に加えて「好感を覚える情

緒的価値」を感じていただくことが大切。リピーターやファンの獲

得、再購入、クチコミによる拡散など、企業にとってありがたい行

動につながります。

◼ 「情緒的価値」の提供がファン化を促進

専門性だけではリピートにつながらない時代。「長く、良好なお付

き合いをしてくださるお客様」を増やすためには、記憶に残る「顧

客対応力」が求められています。

◼記憶に残る好感・感動の「顧客対応力」を！

各種調査・研修もご用意

ホスピタリティアウター（お客様）調査

課題の可視化・調査や、ワークショップ・ロールプレイを取り入れたJTBオ

リジナルの研修など、幅広くご用意しています。

ホスピタリティメソッド

価値のレベル 個別の要因

お
客
様
が
必
ず
し
も
期
待
し
て
い
な
い
が

感
じ
る
こ
と
で
好
感
を
覚
え
る

情
緒
的
価
値

レベル6
記憶に残る
感動サービス

⚫ 期待超越
⚫ うれしい驚き
⚫ 親密さ
⚫ 先読み
⚫ 個別配慮
⚫ 仲間意識

レベル5
共感できる
心地よさ

⚫ 共感
⚫ 快適さ
⚫ 踏み込み
⚫ 洞察・察知
⚫ リピーター重視
⚫ 加重提案

レベル4
機転と
安心感

⚫ 組織力
⚫ コンスタント
⚫ 信頼感
⚫ 臨機応変

お
客
様
が
当
然
期
待
し

提
供
さ
れ
て
い
な
い
と
不
満
に
思
う

基
本
的
価
値

レベル3
お客様が期待す

る
品質・対応

⚫ 笑顔
⚫ お礼・お詫び
⚫ コスト管理
⚫ 計画的
⚫ 約束遵守

レベル2
お客様対応の

基礎

⚫ 情報提供
⚫ 的確
⚫ ヒアリング
⚫ アフターフォロー

レベル1 ビジネス基礎

⚫ 迅速
⚫ 正確
⚫ 言葉遣い
⚫ 服装・身だしなみ

お客様による

サービス評価

基
本
レ
ベ
ル
の
評
価

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
の
評
価

お客様による

好ましい行動

ホスピタリティインナー（従業員）調査

ホスピタリティ研修プログラム

ホスピタリティ体験プログラム

経済的行動

⚫ 購入額増加

⚫ 再利用

⚫ 離反抑制

⚫ 利用頻度上昇

⚫ 正価購入

⚫ 派生購入

支援的行動

⚫ 感謝や賛辞

⚫ アドバイス

⚫ 集中利用

⚫ 良い口コミ

⚫ 新規客紹介

お客様が感じるサービス価値

お客様社員・スタッフ

基
本
サ
ー
ビ
ス

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

スキル・
知識

マインド

⚫

長
期
的
関
係
性
志
向

⚫
H

a
p

p
y-H

a
p

p
y

志
向

⚫

相
手
の
感
じ
る
価
値
志
向

自
己
表
現

職
務
管
理

環
境
適
応

業
務
遂
行

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

お客様の行動で、さらなるマインド&モチベーション向上

メソッド

人財開発/研修



インナーコミュニケーションメソッド
一緒に働くメンバー同士の信頼関係構築に必要な、「相手が感じる価値要因」を体系化

インナーコミュニケーションメソッドメソッド

情
緒
的
要
因

レ
ベ
ル
6

統率行動

方針伝達 自組織に対して、会社の方針をわかりやすく咀嚼して伝えてくれる

ビジョン 自組織に対して、自部門・チームのビジョンを示してくれる

高い志 高い志を示す前向きな言動で周囲のメンバーにプラスの影響を与えてくれる

レ
ベ
ル
5

組織支援

提言と提案 メンバーのために、会社に対して提言や新しい提案をしてくれる

橋渡し役 メンバーのために、自部門、 他部門や社外への橋渡し役になり、良好な関係を築いてくれる

協力支援 メンバーが困っているときに、 一緒に考え、 必要に応じて協力してくれる

レ
ベ
ル
4

成長支援

やる気向上 相手の成長を願って、相手のモチベーションを向上させてくれる

成長機会 相手の成長を願って、成長の（業務）機会を与えてくれる

気づき 相手にとって、前向きな気づきや主体的な学びを与えてくれる

洞察・察知 相手の想いに関心を寄せ、 その本音を洞察・ 察知してくれる

基
本
的
要
因

レ
ベ
ル
3

協働意識

フィードバック 褒めたり、労ったり、時には厳しいことも言ってくれる

業務支援 相手の状況に合わせて、業務の指導や支援、最適なフォローをしてくれる

関心 相手の仕事に関心を持って接してくれる

傾聴 相手の話に耳と目と心を傾けてくれる

レ
ベ
ル
2

協調意識

情報共有 組織内において必要な情報を分け隔てなく共有してくれる

約束遵守 約束したことを守ってくれる

迅速 迅速に反応を示し、対応をしてくれる

公平性 どんな相手にでも、えこひいきせず、公平に接してくれる

レ
ベ
ル
1

関係構築

時間厳守 約束した時間を守ってくれる

言葉づかい 相手にとって適切な言葉づかいで接してくれる

言葉掛け 日頃からあいさつをはじめとする声掛けを交わしてくれる 

雰囲気づくり 相手にとって話しかけやすい雰囲気を作ってくれる

礼儀 礼儀正しく接してくれる (身だしなみ、 表情、立ち居振る舞い)

「インナーコミュニケーションメソッド」は、一緒に働く職場のメン

バー（同僚・上司・部下など）同士の信頼関係構築に必要な「相手

が感じる価値要因」を6つのレベル／23の価値要因に体系化した

メソッドです。

◼メンバーとの関係構築に必要な価値要因を体系化

各レベルにおいて、階層（若手、一般社員、管理職、部長職以上な

ど）ごとに期待されるコミュニケーションを理解し、かつ現在の状

態を把握すれば、目指したい姿を見据えた行動変容への取り組み

へと進めます。

◼現状と「目指したい姿」を整理し、行動変容へ

ホスピタリティメソッドと連携させ、企業独自の価値要因を作成す

ることもできます。

◼ホスピタリティメソッドとの連携も

施策への展開例

理解・共感し、自ら行動できるレベル若手

理解・共感だけでなく、行動に移し、指導・助言ができるレベル一般社員

率先垂範できるレベルリーダー

……などの期待される状態を定め、研修に組み込めます！

人財開発/研修



STEP 01  JTBコミュニケーションデザインが蓄積している膨大な調査データ・他社事例をもとに、

モチベーションそのものの特性と構造を理解します。

モチベーションの構造を知る

モチベーション研修

STEP 03  個々のモチベーション状態に合わせて、それらを自己調整する具体的な手法を学び、

セルフマネジメント計画を策定します。

方法を知る

STEP 02  MSQの結果から、現在のモチベーション状態を客観的かつ科学的に把握し、自身の特

徴を掘り下げていきます。

自分を知る

自分のモチベーションを客観的に把握し、自己調整スキルを習得

モチベーション研修

モチベーション研修ではまず、自身のモチベーションをMSQのフレームワークを用いて分析します。こ

の結果を参考にしながら、モチベーション維持・向上プランを作成し、自己調整力を習得します。業務知

識やスキルと、モチベーション自己調整スキルをかけあわせて習得することで、その後の行動の主体

性・継続性を強化できるようになります。

 モチベーション自己調整スキルを修得

 モチベーションの向上・維持・回復

 行動の主体性・行動の継続性

プ
ロ
グ
ラ
ム
例

研修の3ステップ

モチベーションとは 主催者挨拶、研修の目的の共有

モチベーションに影響を与えた事象 これまでのビジネスライフを振り返る

自身の状態を知る MSQレポートの返却

自身のモチベーションの特徴 モチベーションに影響を与えている要因・事象を知る

モチベーションの高め方 モチベーションを向上・維持・回復させる方法を習得する

モチベーション向上プラン策定 モチベーション向上に向けた行動計画を策定する

人財開発/研修



管理職向けモチベーション研修
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部下のモチベーションを向上させるスキルを習得

管理職向けモチベーション研修

自分自身のモチベーションもさることながら、他人のモチベーション維持・向上まで気を配るとなると、

その難易度は飛躍的に上昇します。しかし、部下のモチベーション低下を放置すると、生産性が落ちる

のみならず、離職という取り返しのつかない事態を招く可能性さえあります。本研修では、「やる気」分

析システムMSQを用いて、部下のモチベーション状態を客観的に分析し、その結果からモチベーション

向上策を策定。部下・後輩の行動の主体性・継続性を強化し、パフォーマンス向上へとつなげます。

 部下・後輩のモチベーションを喚起できる能力の習得

 部下・後輩のモチベーションを下げるような、自身の言動を把握

 部下・後輩のモチベーションが下がったときの対応方法の習得

研修の3ステップ

01 モチベーションの定義・特徴を知る

02 モチベーションの要因を理解する

03 自身のモチベーションを分析する

04 モチベーションの維持・向上法を知る

05 他者のモチベーションを推察する

06 部下のモチベーションを分析する

1日目

プ
ロ
グ
ラ
ム
例

2日目

01 自身のマネジメントスタイルをチェックする

02 部下のモチベーションの維持・向上法を知る

03 ケーススタディを用いたモチベーション維持・

向上プラン演習

04 部下のモチベーションマネジメント計画策定

05 部下のモチベーションマネジメント計画の発表

06 部下のMSQレポートと、モチベーション向上計画

をもとに面談

STEP 01
 調査データや他社事例をもとに、モチベーションそのものの特性と構造を理解します。

モチベーションの構造を知る

STEP 02  MSQの結果から、部下・後輩のモチベーション状態を客観的かつ科学的に把握します。

 人をやる気にさせようと試みる際の、自身の癖や特徴が明らかになります。

部下・後輩のモチベーションの特徴を知る

STEP 03
 部下・後輩のモチベーションを維持・喚起する手法を学び、今後の計画を策定します。

部下・後輩のモチベーションの維持・喚起方法を知る

人財開発/研修



ホスピタリティスキル研修（レベル別）

長年にわたる知見と、25の業

態・業種でのサービス特性を

調査・分析した結果にもとづく、

独自のメソッドとデータで納

得度を高めます。

JTB独自のホスピタリティ

メソッドによる納得感

顧客対応力を強化し、長くお付き合いいただけるお客様を増やす

ホスピタリティスキル研修（レベル別）

「長く、良好なお付き合いをしてくださるお客様」を増やすためには、顧客対応力の強化が欠かせませ

ん。本研修は、JTB独自の長年にわたる研究と知見をもとにまとめられた「ホスピタリティメソッド」を

起点に、自身の強み・課題などの現状把握、ロールプレイングによる実践などを組み合わせた人財育成

プログラムです。みなさまの大切なお客様へ、「期待の一歩先を行くサービス価値」が届けられるよう

な人財を効果的に育成します。

 ホスピタリティマインドの醸成

 お客様対応における、自分自身の強み・課題を認識

 研修後の具体的な行動を促進（マイ・クレドの作成）

プ
ロ
グ
ラ
ム
例

研修の特徴

オリエンテーション 研修目的の共有

ホスピタリティ解体新書 ホスピタリティの構造を理解する

サービス課題にズームイン 自身の顧客対応上の課題、サービス強化のポイントを理解する

お客様のお話を「聴く」「訊く」 ヒアリングのポイントを理解、習得する

お客様の本音を洞察 洞察の考え方とポイントを理解する

実際にやってみよう 学んだことを実践できるよう、ロールプレイングで練習する

マイ・クレドの作成 明日から意識・実践することを明確にする

まとめ 研修のポイントを整理する

ホスピタリティメソッドを用い

たホスピタリティ簡易アンケー

トを活用し、｢他業界との比較

レベル｣や｢強み・課題｣を可視

化できます。

顧客対応力を

見える化

グループワークやロールプレイ

ングを通じ、実践的なスキル

を習得でき、研修後の具体的

な行動を促進します。

実践的な

プログラム設計

FEATURE 1 FEATURE 2 FEATURE 3

人財開発/研修



印象管理士® × JTBホスピタリティマネジメント研修

長年にわたる知見と、25の業

態・業種でのサービス特性を

調査・分析した結果にもとづく、

独自のメソッドとデータで納

得度を高めます。

JTB独自のホスピタリティ

メソッドによる納得感

顧客対応力を強化し、長くお付き合いいただけるお客様を増やす

印象管理士Ⓡ × JTBホスピタリティマネジメント研修

 ホスピタリティマインドの醸成

 相手が感じる自分自身の印象・タイプや強み・課題を認識

 自分自身の印象を意図的かつ戦略的にコントロールするスキルの習得

プ
ロ
グ
ラ
ム
例

研修の特徴

オリエンテーション 研修目的の共有

ホスピタリティ解体新書 ホスピタリティの構造を理解する

サービス課題にズームイン 自身の顧客対応上の課題、サービス強化のポイントを理解する

印象管理のノウハウを学ぶ 印象管理とは、自身の印象タイプ診断をしてみる

印象から身だしなみを整える 自身の印象タイプに合わせた身だしなみを学ぶ

実際にやってみよう 学んだことを実践できるよう、ロールプレイングで練習する

マイ・クレドの作成 明日から意識・実践することを明確にする

まとめ 研修のポイントを整理する

印象管理士Ⓡのノウハウを活

用し、相手が自分自身にどの

ような印象を持っているかを

知り、具体的な活かし方、コン

トロールする手法を体得でき

ます。

相手が感じる自己印象を

見える化

グループワークやロールプレイ

ングを通じ、実践的なスキル

を習得でき、研修後の具体的

な行動を促進します。

実践的な

プログラム設計

FEATURE 1 FEATURE 2 FEATURE 3

人財開発/研修

印象管理とは、「相手に与える印象を意図的かつ戦略的にコントロールし、より良い関係を築くため

のコミュニケーションスキルや手法」のこと。ジャンルは、自己印象タイプ分析、服装・靴・小物、髪型・

美容、コミュニケーション、ウェルネスなど多岐にわたります。弊社では、印象管理の専門家集団で

ある印象管理士®（株式会社C.I社）と提携し、「印象管理のノウハウ」×「JTBホスピタリティマネジ

メントメソッド」を組合せ、お客様や仲間などの相手に「最高のホスピタリティはどのようにしたら発

揮できるのか?」 「自分に合った印象管理の方法は何か？」を学びます。



インナーコミュニケーションスキル研修（レベル別）

長年にわたる知見と、25の業

態・業種でのサービス特性を

調査・分析した結果にもとづく、

ホスピタリティメソッドから派

生した社内コミュニケーション

メソッドです。

JTB独自の

メソッドによる納得感

仲間との対話力を強化し、心理的安全性が高く、何でも主言いあえる組織を創る

インナーコミュニケーションスキル研修（レベル別）

「働く仲間との良好なコミュニケーションを行い、信頼関係を構築する」ことは、自由闊達な意見を言い

合える心理的安全性の高い組織づくりには欠かせません。本研修では、JTB独自の長年にわたる研究

と知見をもとにまとめられた「ホスピタリティ（顧客関係構築）メソッド」をもとに社内向けに作られた

「インナーコミュニケーションメソッド」を活用し、自身の強み・課題などの現状把握、ロールプレイング

による実践などを組み合わせたコミュニケーションスキル向上のための人財育成プログラムです。

「自由闊達にイノベーションが起こせる組織」へ向けた「社員の行動変容」を促します。

 コミュニケーションに必要なスキルの理解

 コミュニケーションにおける、自分自身の強み・課題を認識

 コミュニケーションスキル関連のロールプレイングによる体感

プ
ロ
グ
ラ
ム
例

研修の特徴

オリエンテーション 研修目的の共有

コミュニケーション解体新書 良好なコミュニケーションの構造を理解する

課題にズームイン コミュニケーション上の課題、強化のポイントを理解する

仲間の話を「聴く」「訊く」 ヒアリングのポイントを理解、習得する

相手の本音を洞察 洞察の考え方とポイントを理解する

実際にやってみよう 学んだことを実践できるよう、ロールプレイングで練習する

マイ・クレドの作成 明日から意識・実践することを明確にする

まとめ 研修のポイントを整理する

インナーコミュニケーションメ

ソッドを用いた簡易アンケート

を活用し、ご自身の｢強み・課

題｣を可視化できます。

コミュニケーション力を

見える化

グループワークやロールプレイ

ングを通じ、実践的なスキル

を習得でき、研修後の具体的

な行動を促進します。

実践的な

プログラム設計

FEATURE 1 FEATURE 2 FEATURE 3

人財開発/研修



DEIB/女性向けプログラム

Copyright © JTB Corp. All rights reserved. 38
2026年3月17日

自分らしい働き方を、自分の動機、価値観の観

点から整理し、今後のライフとキャリアスタイル

を描きます。研修は、女性を取り巻く環境、女

性ならではの特徴や強みを知るところからス

タート。「やる気」分析システムMSQを活用しな

がら、モチベーション、価値観、軸など多様な要

素を統合してビジョンに落とし込みます。

オリエンテーション 主催者挨拶、研修の目的の共有

自分の強みを知る 自身のキャリア・知識・能力を棚おろしし、強みを明確にします

自分の軸を知る 自身の価値観や仕事感について整理し、軸を明確にします

自分のエンジンを知る
やる気分析システムMSQを使い、自身が何に動機付けられるのかを

明確にします

キャリアビジョンの作成
自身の強みや軸、ありたい姿を統合し、より明確なキャリアビジョンへ

落とし込みます

女性の管理職あるいは管理職候補が徐々に増

えてきている一方で、その上司にあたる管理

職が女性部下に対しどう接していいか分から

ないというお声をいただきます。本研修では、

女性特有の強みや思考スタイル、あるいはライ

フイベントを理解した上で、男女差について

データや実例から学び、女性部下に対するマネ

ジメント力を向上させます。

01 モチベーションとは

02 モチベーションの自己分析

03 女性部下のモチベーション分析

04 モチベーション、コミュニケーションにおけ

る男女差の理解

1日目

プ
ロ
グ
ラ
ム
例

2日目

01 やる気を高める面談のロールプレイ

02 女性部下のモチベーション向上計画の作成

03 まとめ

 多様で深い自己理解

 受講者同士の交流により得られる新たな気づき

 女性に特有のライフイベント、モチベーションの男女差などをふまえたビジョン作成

女性従業員のキャリアビジョンを明確化

女性向けキャリア研修

女性部下に対するマネジメント力を養う

女性部下を持つ管理職研修

プ
ロ
グ
ラ
ム
例

 「やる気」分析システムMSQのデータにもとづく育成計画

 「スポンサーシップ（部下の成長を促し、管理職に引き上げる）」に対する意識づけ

 ロールプレイを通じて、女性部下と接する際の自分の「癖」を理解

人財開発/研修



キャリアデザイン・次世代リーダー育成プログラム
自己効力感を高めながら、キャリアビジョンを明確化

キャリアデザイン研修

自らの強みを活かしたリーダーシップ・スタイルを持論化

次世代リーダー育成プログラム

企業を取り巻く環境が不確実性を増す中、事業継続に必要な変化を怖れず、組織を変革し、積極的

にメンバーを巻き込める「変革型リーダーシップ」が求められています。JTBでは、リーダーシップの

基本理論の講義とコンサルタントによるファシリテーションから、リーダーシップの持論形成と職場

での実践を支援しています。

 行動特性（リーダーシップ・シンキング・イノベーション・

コミュニケーション）を意識したプログラム構成

 「メンバーを巻き込む」重要性の理解と技法の習得

働き方改革の推進も相まって、従業員のワークスタイルや価値観、キャリアのあり方は多様化していま

す。本研修では、自身の価値観やこれまでのキャリアを棚卸しし、自己分析などを通じてそこに意味づ

けを行うことで、自己効力感を高めます。また社内環境分析、外部環境分析などを活用しながら将来の

キャリアビジョンを明確にし、自律的なキャリアデザインの確立を目指します。

 中長期的な自分のキャリアが軸となり、自律的な行動力が向上

 未来に向けたモチベーションの向上

 チーム力・組織力の向上

人財開発/研修



グローバル人財プログラム
世界を舞台に活躍できる人財を育てる

在日外国人との共同ワークショップを通じて異文

化理解するプログラムです。基礎から実践までレ

ベル別でご用意。期間は各コース1日～1.5日です。

異文化交流体験

外国人との交流を通して、グローバル感覚を養う

在日外国人との「協働学習体験」を通じ、日本にいなが

らにして、「異文化理解」が深められる研修。

基礎型

異文化コミュニケーションチャレンジ

有名大学の留学生との「協働フィールド体験」を通じて、

活動による生の異文化に対する気づきを得られる研修。

体験型

異文化フィールドチャレンジ

海外インターンシップ

海外の企業に派遣し、就業体験を積むプログラム

海外の企業に派遣し就業体験を積んでいただく

プログラムです。期間は2か月～11か月です。

受入機関は各派遣国のローカル企業がメイン。日本人が

ほとんどいない環境で、新興国の「今」を体感できます。

FEATURE 01

新興国ビジネスの「今」を体感

3か国に広がる海外ネットワークを中心として、ご希望

の国や業種に応じ、新規に開拓できます。

FEATURE 02

幅広い派遣国・多彩なインターンシップ

有名大学の留学生との「協働OJT体験」を通じ、実務に

よる対異文化サービスに対する気づきを得られる研修。

実践型

異文化ビジネスチャレンジ

世界43カ国71カ所に広がるAOTS同窓会と信頼でき

る受入機関が現地生活をサポートいたします。

FEATURE 03

インターンシップ中も充実のサポート体制

 議論やプレゼンテーションを通じ、英語運用力も向上

 外国人から見た客観的な評価を得られる

 文化の違う外国人との、リアルなビジネス体験ができる

 安全にインターン体験ができる

 自分の希望業種をヒアリング。最適な企業をご紹介

 世界43カ国で現地生活をしっかりサポートする体制

グローバル人財プログラム

ご要望に応じて

内容をカスタマイズします！

人財開発/研修



キックオフミーティングの役割

キックオフミーティング
理念・ビジョン・戦略を関係者と共有し、企業の持続的な成長へつなげる

キックオフミーティング（社員総会）

 目的やビジョン、ベクトルを共有し、イノベーションにつなげる

 インナーブランディングで組織の結束力を強化

 日頃の感謝を伝え、参加者のモチベーション・一体感を向上

キックオフミーティング（社員総会）は、理念・ビジョン・戦略を関係者に伝え、共有する場であり、企業

が持続的に進化し続けるための重要なイベント。設計の際には、経営層からのメッセージや会社の方針

が伝わりやすい工夫、部門を超えた社内コミュニケーションの促進などをプログラム・演出・空間設計な

どに盛り込むことが大切です。JTBは、キックオフミーティングの会場選定や交通・宿泊手配から企画や

運営まで、ワンストップでサポートいたします。

企業からの理念・ビジョン・戦略を新たな「成長予感」とするため、

リアルコミュニケーションを通じて伝達。

企業の持続的な成長

全社員が一堂に会する機会

企業の方針・戦略を共有

社員に対して感謝を伝える

コミュニケーション活性化

企業理念・ビジョンの浸透

モチベーション向上

企業の成長戦略に不可欠な、全社の意思統一を図る絶好の機会

目的 効果

風土改革/一体感



表彰式（アワード・コンテスト）
社内コミュニケーションを活性化し、組織・従業員全体のモチベーションを向上

表彰式（アワード）

営業・優績表彰、永年勤続表彰、代理店表彰などに代表される表彰式。JTBでは、表彰自体をうまく設

計することで、受賞者への「感謝」を最高の形で演出することはもちろん、「次は自分が壇上に」という

受賞者以外の方のモチベーションも高め、式典を機に組織全体を活性化するお手伝いをしています。

すべての参加者のチャレンジ精神を刺激し、組織の未来を共有して一体感を高めながら、従業員エン

ゲージメントの向上を実現します。

 式典全体を「感動」で満たすトータルデザイン

 受賞者だけでなく、参加者全員のモチベーションを向上させる設計

 組織の一体感を高め、参加者のエンゲージメントを強化

感謝・慰労・従業員の価値の再認識

主催者にとっての効果

社員への感謝とねぎらいを伝える絶好の機会であると

同時に、日ごろの努力や成果を公の場でたたえることで、

社員一人ひとりの価値を再認識できます。また、「頑張り

が認められる文化」を組織に浸透させることもできます。

達成感・仕事への誇り

受賞者にとっての効果

努力が認められた達成感や、仕事への誇りが心に深く刻

まれます。また、同僚や上司の前で表彰された栄誉が自

信につながり、モチベーションやエンゲージメントを高め

ます。

「企業の未来」への共感・チャレンジ精神

参加者にとっての効果

会社の目指す方向性や「ありたい姿」を理解・再確認し、

組織の一体感醸成につながります。また、受賞者の体験

談や、受賞の感動的な瞬間は、「次は自分もあの場所に」

というチャレンジ精神を刺激します。

風土改革/一体感



内定式・入社式
内定者の不安を取り除きながら企業への理解を深め、モチベーションを向上

内定式

企業の理念・ビジョンや価値観に共感してもらい、円滑な好スタートを切る

入社式

 内定者・新入社員を「主役に」 ただメッセージを届けるのではなく、内定者・新入社員のためであることを忘れない「参加者目線」を重視した、企画・設計・運営

 双方向コミュニケーション 企業の想いや未来を共有しながら、内定者・新入社員の想いもしっかり受け止め、双方の価値に共感しあえる良好な関係を構築

 自分ごと化 内定者、新入社員、従業員含め、すべての参加者がイベントを「自分ごと」としてとらえ、企業の一体感を醸成

内定式は「内定通知書」の交付と「入社承諾書」の

提出という事務手続きにとどまらず、内定者の入

社意志を確固たるものにする重要な節目です。経

営層から直接メッセージを伝えることで理念やビ

ジョンを浸透させ、深い共感と理解を促します。

また、内定期間中のモチベーション維持・向上や、

不安の払しょく、早期の連帯感醸成なども実現で

きます。JTBではこの戦略的なイベントを、企画か

ら運営までまとめてご支援しています。

プログラム例

プログラムは企業によって異なります。内定式の

段階で、キャリアについて考えるプログラムを入

れる企業もあります。

入社式は、新たな仲間を迎え入れる単なるセレモ

ニーでなく、経営層から直接、理念や価値観を伝

え、新入社員に深く浸透させる重要なイベントで

す。さらに、貴社の一員として、そして社会人とし

ての「自覚と決意」を促す効果も期待できます。

JTBは、企業文化への円滑なオンボーディングを

実現し、さらに新入社員と全参加者を巻き込み、

強い一体感と感動を生み出す入社式をご提供い

たします。

プログラム例

プログラムは企業によって異なります。新入社員

を迎える式典であると同時に、社内のコミュニ

ケーションや結束を促進する役割も果たします。

内定通知書の授与

社長や取締役による挨拶、スピーチ

事業内容や業務内容などの説明

社員との交流

会社の施設見学

内定者研修

内定者懇親会

社長や取締役による挨拶、スピーチ

新入社員への辞令交付

新入社員の答辞・決意表明

記念写真の撮影

オリエンテーション・研修

新入社員懇親会

風土改革/一体感



周年は特別な機会！
周年はエンゲージメントを強化する絶好のチャンス。

効果的に活用し、従業員とのきずなを一気に深めましょう！



「周年」はエンゲージメント強化の絶好のチャンス

A
N

N I V E R S A R
Y

周年

ターニングポイント

企業のこれからを設計し、共有する

これまで歩んできた道のり

未来への

飛躍

ビジョン・未来像 周年

従業員
ステークホルダー

地域社会 地域社会

⚫ 信頼感

⚫ 期待感ステークホルダー

⚫ 信頼感

⚫ 親和性

従業員

⚫ ロイヤルティ

⚫ エンゲージメント

⚫ モチベーション

ブランド力向上

周年は企業の節目であると同時に、

「未来像」や「ありたい姿」を共有する千載一遇の機会

⚫ 企業の「ありたい姿を」設計・共有することで、同じ目標に向かってさらなる成長を

遂げられます

⚫ 周年の特別感も相まって、理念・ビジョンへの共感が効果的に進み、この上ないレ

ベルでのエンゲージメント向上を期待できます

多くの関係者を巻き込んでコミュニケーションを創造。

企業への信頼感、期待感が高まり、ブランド力が向上

⚫ 従業員エンゲージメントの向上はもとより、アウター（ステークホルダー）、社会など、

周年事業の効果は広く波及します

⚫ 企業への信頼感や親近感、将来への期待感が広まり、ブランド力が向上。企業の持

続的な成長・発展につながることが期待できます

長く広く波及する周年事業の効果周年事業の位置づけと役割

風土改革/一体感



周年事業の全体像（設計のワークフロー）

プレ周年イヤー 周年イヤー ポスト周年イヤー

現状把握・調査 コンセプト策定 施策の企画・実施 イベント後の施策周年イベント当日 モチベーション施策の継続

施策展開例

現状を調査し、企業のブラン

ド価値・社員の意識・行動・ビ

ジョンを可視化。周年を全体

設計する上での課題を抽出。

実施の目的を明確に設定し、

各施策を検討していく。

コンセプトに則した企画の

立案・実施を行う。

周年を関係者全員で体感。

参加者の感動・共感・モチ

ベーションを引き出すイベン

トを展開。

参加者の余韻を醸成し、事後

施策に誘引していく。

イベントによって引き出された

感動・共感・モチベーションを

維持・継続する施策を展開し、

さらなる企業の活性化へとつ

ないでいく。

⚫ 意識調査

⚫ 社員アンケート

⚫ 経営者ヒアリング

⚫ ブランド分析

⚫ コンセプト策定

ワークショップ

⚫ ワーキンググループの

設定・ファシリテーション

⚫ 新CI策定

⚫ スローガン・周年ロゴ策定

⚫ インナーブランディング

⚫ コミュニケーションツール

制作

⚫ イベントメッセージの発信

⚫ プロモーション

⚫ ライブコミュニケーション

⚫ 周年記念式典

⚫ 周年パーティ

⚫ フェスティバル

⚫ 運動会

⚫ ビジョン浸透

ワークショップ

⚫ 懇親会

⚫ イベント後施策写真・

映像等の共有／

記念品配布

⚫ 効果測定

⚫ キックオフイベント

⚫ モチベーション研修

⚫ ビジョン浸透プログラム

施策展開例 施策展開例

未来の価値創造に向けた

エンゲージメント構築へ
「周年イヤー」だけでなく

「プレ周年イヤー」「ポスト周年イヤー」の活用で

周年事業の成功を確実なものに 

周年事業を成功させるためには、事前事後含めた

包括的な施策が重要

JTBは周年事業を中長期的な視点で設計し、

企業のブランド力向上、持続的な発展へと導きます！

風土改革/一体感



01 社 内 報 ・ カ ル チ ャ ー デ ッ ク ・ ク レ ド

0２ オリジ ナルグ ッ ズ

0３ ビ ジ ョン ムービ ー

0４ ビ ジ ョン グ ラ フ ィ ッ ク

社内外へ目指す姿、世界観を

視覚で表現するビジョングラフィック

ビ ジ ョ ン の ス ト ー リ ー 化

ビ ジ ョ ン の 可 視 化

理念ビジョンを明文化することが共通理解・浸透のために重要です。

形式は、社内報・カルチャーデック・クレドなど様々で、ストーリー性を持たせるなど

アレンジの仕方も様々です。策定後、浸透にむけた活用を行います。

理 念 ビ ジ ョ ン の 明 文 化 / 経 営 と 社 員 の よ り ど こ ろ

社内用ポスター、PC・モバイル壁紙・ペン・

ノート・Tシャツ・パーカーなど

社 内 外 へ の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ツ ー ル と し て 使 用 ! !

社内外へ目指す姿、世界観を

ストーリーで表現するビジョンムービー

制作物・ツール

0５ オ フ ィ ス ア ー ト 制 作 プ ロ ジ ェ ク ト

プロジェクトへの社員の参画を促進させる仕掛けとして、

社員それぞれの思いを表現、ひとつのアートに集約し、会社全体の統一感を創出、

またオフィスアートとすることで、その思いを語り継ぐ装置となります。

東邦レオ株式会社
ビ ジ ョ ン に よ る オ フ ィ ス の ア ー ト 化

風土改革/一体感
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理念・ビジョン浸透など“ブランディング”に欠かせないオリジナルでユニークなツール制作もお任せください。



0６ ギ ネ ス 世 界 記 録 チ ャ レ ン ジ ! !

組織成長に欠かせない、組織と社員の結びつき「エンゲージメント」。

ギネスワールドレコーズリミテッドとJCDでは、イベントとギネス世界記録への挑戦を

組み合わせ、特別な節目に組織で一つになり世界に挑戦することで、通常業務やただ

の社内イベントでは終わらない、持続する達成感を醸成するプログラムをご提供しま

す。世界一のチームになる、そんなチャレンジを通じて「エンゲージメント」向上を実現

しませんか？

JCDは、ギネスワールドレコーズリミテッドの

「オフィシャルパートナー」です。

社員の一体感を醸成！ 世界記録チャレンジ・ビジョンソング
“全社員で会社の何かに挑戦する！” 生まれる一体感はエンゲージメント効果絶大です。

0７ ビ ジ ョン ソ ン グ （社歌）

全 社 員 が 愛 し 、 口 ず さ む ビ ジ ョ ン ソ ン グ は 効 果 絶 大 ！

全社員参画のワークショップを開催し、企業の社内外へ目指す姿、世界観を歌詞、楽曲

で表現するVISION SONG 。社内イベントで、カラオケで唄うなど、効果は絶大であ

り、持続します。（著名クリエイター・歌手のキャスティングも可能）

※VISIONSONGは㈱JENERGYの登録商標です。

JTBグループとのタイアップによりご提供します。

社歌制作ワークショップの目的・効果

※㈱JENERGY調べ

全 社 員 で 世 界 記 録 を 持 つ こ と が 生 む 出 す 高 揚 感 ！

風土改革/一体感
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実施した組織・社員の活動を、“社会に・社員に・家族に伝える！” 採用・定着への効果絶大です。

プロモーション 広報/宣伝活動

プロモーションサイト/オウンドメディア/

SNS/動画/CM、などの制作ご支援

風土改革/一体感
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エンゲージメント向上はJTBコミュニケーションデザインにお任せください

活気溢れる生産性の高い会社創りを！

従業員エンゲージメント × ワークエンゲージメント
“管理職の元気創出” ～知識から現場実践への橋渡しをお手伝い～

＜お問合せ先＞ JTBコミュニケーションデザイン HRコンサルティング事業局
jcd_hr@jtbcom.co.jp

理念ビジョン浸透
パーパス経営・エンゲージメント

JTBオリジナル“3メソッド”
組織・人財開発プログラム/研修

サーベイ/調査（組織・個人）
コンサルティング

組織・人財開発プロセス支援サーベイ

やる気分析システム 

～社員の心に響く～

イベント・周年事業・アワード

HR関連ツール/コンテンツ制作

～社会に/社員に届く～
社内活動プロモーション

モチベーションメソッド

ホスピタリティメソッド

インナーコミュニケーションメソッド

JTBホスピタリティマネジメント
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０３

JTBコミュニケーションデザイン/JCD ご紹介
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JTBがHRビジネスを始めたきっかけ

copyright © JTB Corp. all rights reserved. 52

モチベーションメソッド、やる気分析システムMSQをリリース

株式会社ジェイティービーモチベーションズ設立

株式会社JTBコミュニケーションデザイン設立（関連4社統合）

組織・人財開発プロセス支援サーベイ「WILL CANVAS」 をリリース

株式会社JTBコーポレートソリューションズ設立 ホスピタリティメソッドをリリース

インナーコミュニケーションメソッドをリリース2023年

20１９年

20１６年

20０７年

１９９６年

１９９３年

報奨旅行ビジネスにおける気づきから、組織・人財開発ビジネスをスタート

エンゲージメントサーベイ、DEIB診断サーベイをリリース202５年

サステナビリティレベル診断、期待満足診断をリリース202４年

報奨旅行に

来る人と来（れ）ない人の違い
はどこにあるのだろう？

やる気＝モチベーション
の研究をしよう。

・報奨旅行に来る人は同じ顔ぶれ。
・同じ参加者で報奨旅行の意味があるのか。
・来（れ）ない人の心理はどのような？
・効果の高い報奨旅行はどうあるべきか。

～モチベーション・イベント/トラベル～などを企画

スタートして
30年を迎えました。

JTB-EVP/HRC事業/サービス開発スタート
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事業領域

コンセプトは“コミュニケーション”。企業や社会の課題解決を様々なプロフェッショナルがご提供します。
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ブランドスローガン



JCDの営業拠点

ネットワーク・行動指針
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会社概要
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ＪＣＤ

【問い合わせ先】

ＪＴＢコミュニケーションデザイン

ＨＲコンサルティング事業局

E-mail ： jcd_hrc@jtbcom.co.jp

企業をひとつにつなぐ、ブランディング情報サイト：ＥＮＧＡＴＥＳ

https://engates.jtbcom.co.jp/

～WILLで組織は進化する～

組織開発・人材開発プロセス支援サーベイ：WILL CANVAS

https://www.willcanvas.jtbcom.co.jp/
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